
 
 

 
 
 

 

2019 年 6 月 17 日 

 

Ivanhoe が Kakula 銅山の建設の進捗状況について最新情報を提供 
 

地下開発が初期高純度採掘地帯に近づきつつあり、 

地表の処理プラントで作業が開始 
 

Kamoa-Kakula プロジェクトで無災害労働時間が 1,450 万時間を超える 
 

Mwadingusha 水力発電所での改修作業が順調に進んでおり、全国高圧送電

線網からクリーンな水力電気を Kamoa-Kakula に供給 

 
コルウェジ（コンゴ民主共和国）発。Ivanhoe Mines（TSX：IVN、OTCQX：IVPAF）の共同会長である Robert 

Friedland と Yufeng “Miles” Sun は本日、コンゴ民主共和国（DRC）における中核的 Kamoa-Kakula プロ

ジェクトにおいて、Kakula 銅山の建設が順調に進んでいる（第 1 段階の毎年 600 万トン（6 Mtpa）で操業

中）と発表しました。 

 

Ivanhoe は 2019 年 4 月 25 日に、中国に本拠地を構える CITIC Metal が、1 株あたり 3.98C ドルで私募を

行うことによって、6 億 1,200 万 C ドル（4 億 5,900 万米ドル）の Ivanhoe への追加投資に同意したと発表し

ました。その発表以来、地下鉱山開発のペースが加速化し、最初の採掘ルートが Kakula の初期高純度鉱

石に近づきつつあります。さらに、Ivanhoe とその合弁事業のパートナーである Zijin Mining は、地表の処理プ

ラントのための掘削を開始し、納期までの期間が長い採掘および処理装置の入札を行いました。現在、

Kakula 鉱山からの最初の銅選鉱生産は、2021 年第 3 四半期に予定されています。 

 

CITIC Metal による 4 億 5,900 万米ドルの投資は、1 年に満たない期間で 2 回目となる大型資金供給であ

り、同社の Ivanhoe への投資額は、合計で約 10 億米ドルになります。CITIC Metal の投資は、2019 年 9

月 7 日までに終了する見込みです。Zijin Mining は 2019 年 5 月 15 日に、その希薄化防止権を行使し、

CITIC Metal の資金と同時に受け取れるようにしました。それにより、Ivanhoe に 6,700 万 C ドル（5,000 万米

ドル）の追加収益が生じます。 

CITIC Metal および Zijin Mining からの合計 6 億 7,900 万 C ドル（5 億 900 万米ドル）を超える資金によ

り、Kakula 鉱山を量産に移行するのに必要な資本金の株式に対して、Ivanhoe が全面的に資金調達する

ことになります。最初の 5 年間の詳細な鉱山設計が完成し、生産スケジュールの作成が進行中です。全体

的な詳細な鉱山設計は、来年早々に公表される予定の、独立した最終的な実現可能性の調査に含まれ

る予定です。 
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「Kakula の初期鉱山開発の資金がまもなく全額調達されるため、当社は地下鉱山での採掘作業の加速す

る開発ペースに合わせて、Kakula を世界最大の銅山の 1 つにするために、地表のインフラストラクチャおよび

処理プラントの建設を急速に進めることに重点を置いています。浅く、厚く、高純度であるという鉱体の特性に

より、短期間で量産に移行できるでしょう。」と、Friedland は述べています。 

 

「現在までの大きな進展は、多くの海外および DRC に本拠地を置く関係者の協調的取り組みの成果です。

現在開発が順調に進んでおり、最初の銅生産の見通しが立ってきた状況で、当社は一流の国際的な鉱山

機関投資家を多数採掘場に連れて来て、Kamoa-Kakula によって実際に行われている開発作業の範囲と

質をじかに見られるようにすることを目標にしています。このような投資家の多くは、プロジェクトを取り巻くコミュ

ニティに属しています。 

 

「これらの投資家は、15%を超える銅が産出する多数の厚い切片がある、新しい Kamoa North Bonanza 地

帯からドリルコアを見学できるようになります。また、当社がこのすばらしい発見の可能性をなぜこれほど喜んで

いるかについて、認識が深まるでしょう。」と、Friedland は付け加えています。 

 

図1：Kamoa-Kakulaの採掘ライセンス。Kakula鉱山、Kamoa North地域、Kamoa Far North地域、

Kansokoで計画中の鉱山、Ivanhoeが100%所有するWestern Forelandの探査ライセンスの一部を

示します。 
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Kakula の初期高純度採掘地帯に近づく地下開発 
 

Ivanhoe とそのパートナーが Kakula 鉱床でプロジェクトの最初の鉱山の建設を進めているなか、現在約

2,500 人の社員および契約社員が Kamoa-Kakula プロジェクトで働いています。コンゴ国民がプロジェクトの

現在の労働力の 90%以上を構成しています。 

 

全長 647 メートルに及ぶ地下開発が先月完了しました。4 月に達成した距離よりも約 100 メートル以上伸

びました。純度の低い開発鉱石が、選鉱機プラントの設置サイト近くの地表に山積みされています。この鉱石

は、プラントの試運転に使用されます。鉱山の採掘ルート 1 および 2（鉱石地帯にアクセスするための、相互

接続された並行するトンネル）は、Kakula の初期高純度採掘領域から約 200 メートルあり、これらの優先的

な採掘ルートは、今年の 7 月下旬か 8 月上旬に高純度鉱石と交わる見込みです。 

 

図2：長さ13.3キロメートルのKakula鉱床。Kakulaの初期生産領域は、銅純度が7%を超える銅を含

有している鉱床の東側（右側）のピンク色の領域になります。 
 

 
 
 

Kakula の地下開発作業は、下の図に示すように、大型の掘削装置や 50 トントラックなどの大容量の半自

動採掘装置を操作する採掘員によって行われています。 
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図3および図4：Kakula鉱山の地下で稼動中の大容量の半自動採掘装置。 
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Kakula 鉱山へのアクセスには、鉱床の北側の 2 つの下降口（完成済み）と南側の 1 つの下降口（開発中）

を使用します。北側の下降口の 1 つが鉱山への主なアクセス経路になる一方で、もう 1 つの下降口は、鉱

石のコンベヤ運搬システムに使用されます。南側の通気用の下降口は、2 つ目のアクセス経路として使用で

き、重要な初期段階の鉱山開発を促進します。 

 

北側および南側の下降口下から鉱床の東端と西端へと 2 つの境界坑道を通し、それらが生産領域への主

なアクセス経路の役割を果たします。さらにこれらの坑道は、吸排気用の主な通気路としても使用され、吸排

気用の通気孔と接続します。レイズボーリングによる最初の通気孔への地下のアクセス経路へは到達済みで

す。レイズボーリングによる 177 メートルのパイロット穴の掘削が完了しており、直径 5.5 メートルの通気孔のリ

ーミングは来月の完了が予定されています。 

 

主な鉱石処理システムには、境界のコンベヤ坑道および鉱床の北側に沿った積出ポイントが含まれます。境

界のコンベヤ坑道は、メインコンベヤ下降口までです。北側と南側の境界の坑道間をつなぐ坑道は、計画さ

れている採掘領域へのアクセスと通気を提供します。鉱床の約 99%は、充填採掘法を使用して採掘されま

す。この手法は全体的な Kakula 鉱石の採鉱を最大化するために選択されました。  
 

図 5 および図 6：Kakula 鉱体の北側の地下開発の平面図。ピンクの網掛は、開発作業が終了して

いる領域、および切羽（採掘作業場所）のおおよその位置を示します。 
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最初の 5 年間の生産領域の詳細な鉱山設計が完成し、生産スケジュールの作成が進行中です。全体的

な詳細な鉱山設計は、進行中の最終的な実現可能性の調査に含まれる予定です。設計基準とプラントフ

ローダイアグラムを使用した埋め戻しプラントの設計が進行中です。選鉱くずは埋め戻しプラントで一連のサイ

クロンを通り、その約 55%はペースト充填とし採掘後の作業場へ送り返されます。残り 45%の選鉱くずは、安

全のためのグローバルベストプラクティスに適合するために国際的なトップエンジニアのチームによって設計中の

小さな選鉱くず保管施設へ送り出されます。 

 

地下の鉱石が地表への移送のためにコンベヤシステムにフィードされるトラックのティッピング領域と、主な下降

口のコンベヤシステムの詳細な設計は完成しており、コンポーネントの製造が始まっています。 

 

これらの地下の採掘クルーは Kakula で作業しています。通気孔 1 が完成し、換気扇が設置されたら、追

加の 3 人のクルーが鉱山開発を加速するために動員されます。これは 2019 年 10 月にスケジュールされて

います。 
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図 7：Kakula の北側の下降口に設置された最初の 2 つの大容量換気扇。 
 

 
 

図 8：Kakula の初期 5 年の地下開発計画。開発の完成部分（ピンク）と初期生産ブロックが示され

ています。 
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図 9：Kakula の初期 5 年の採掘計画で予想される銅純度。初期の充填採掘領域の銅純度は 

6～11%であることがわかります。 
 

 
 
 

Kakula の鉱体の南側での追加のアクセスおよび通気用下降口の開発は順調に進んでおり、200 メートル以

上も前進しました。レイズボーリングによる通気孔 2 の土木工事に備えて、地表杭打ち用リグマシンが動員さ

れました。 
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図 10：Kakula の南側の通気用下降口レイアウト。茶色のマーキングは現在の開発作業場所を示し

ています。 
 

 
 

図 11：Kakula の南側のボックスカットと下降口へのポータル入口。 
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図 12：Kakula の南側の下降口に新築されたオフィス。 
 

 
 

図 13：大容量換気扇を支えるするために構築中のコンクリート基礎の横にある通気孔 1（右側）レイ

ズボーリング機。 
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図 14：通気孔 2 のパイロット穴の堀削。 
 

 
 

DRA Global による詳細なエンジニアリング作業は完了に近づいており、処理設備の見積もり

発行済みで、独立した最終的な実現可能性調査は来年予定されています。 
 

2019 年 2 月 6 日、Ivanhoe は Kakula 鉱山の予備的な実現可能性調査（PFS）の実施を発表しました。

第 1 段階、開発資本推定 11 億ドルの 6 Mtpa の操業により、鉱山寿命 25 年で税引き後の NPV8%の 

54 億ドル、47%の IRR が得られます。この鉱山では、最初の 5 年間で平均 6.8%の銅が採掘されることが予

想され、鉱山キャッシュコストは銅 1 ポンドあたり 0.43 ドルです。これらすべての数値は、別の記載がない限り

100%プロジェクトベースです。PFS の技術報告書『Kamoa-Kakula Integrated Development Plan 2019』は

SEDAR の Web サイト（www.sedar.com）および Ivanhoe Mines の Website（www.ivanhoemines.com）から

入手できます。 

 
 
 
 

http://www.sedar.com/
http://www.ivanhoemines.com/
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PFS の発行以来、DRA Global が取り組んでいる詳細なエンジニアリング作業は順調に進んでおり、8 月に完

了することが予定されています。契約には、地下のすべての採鉱インフラストラクチャ、選鉱機プラント、および

地表の支援インフラストラクチャに関連するエンジニアリングと設計が含まれます。このエンジニアリング作業は、

来年初頭に完了することが予定されている独立した最終的な実現可能性の調査と平行して実施されていま

す。Ivanhoe の共同事業パートナーである Zijin Mining との合意済みの詳細な予算と工事および実施の計画

が、最終決定に近づいています。プロジェクトは、開発の進行状況と最終的な実現可能性の調査結果に基

づき、さらに最適化および調整されます。 

2019 年 5 月 22 日、プロジェクトの建設チームが発足し、地表の処理プラントに着工し、選鉱場の建設が開

始されました。Kakula 選鉱機は、採掘作業の鉱石スループットレートが最大の 6 Mtpa まで向上するように、

2 つの 3 Mtpa モジュールを使用して段階的に建設される予定です。Kakula は、ヒ素のレベルがきわめて低

く、銅の割合が 55%を超える非常に純度の高い銅選鉱を生産する見込みです。 

 

処理プラントフローダイアグラム、プロセス管理の説明、および処理装置のリストが完成し、配管や設備の図が

まもなく完成する予定です。コーンクラッシャ、ボールミル、シックナ、高圧練磨ロール 、浮選機、再研磨ミル、

選鉱フィルタ、低同調浮選機などの納期までの期間が長い装置の入札が市場に対して行われ、応札されま

した。Kamoa-Kakula プロジェクトチームは DRA とともに、入札を決定するプロセスに入っています。まもなく発

注が行われる見込みです。 

 

さらに、プラントの土木工事の入札が行われました。すべての入札が応札され、現在審査中です。かくはん器

やサンプル採取機などの処理プラントに使用する小型装置の入札が市場に対して行われました。 

 

掘削が Kamoa North Bonanza 地帯に拡大し続ける 
 

現在 5 台のリグマシンが新しい Kamoa North Bonanza 地帯で掘削を行い、それに伴って発見された鉱脈の

範囲を特定しています。さらに、Kamoa-Kakula の初期段階の銅純度を高めるために、早期に生産に着工

できる可能性を評価しています。Kamoa North Bonanza 地帯で掘削された 10 の穴について、先月発表さ

れた分析結果によると、発見された鉱脈の長さが 350 メートル以上にわたり、18.48%という高純度の銅の切

片が 13.6 メートル以上あるということでした。 

 

Ivanhoe は、今月後半または 7 月に Kamoa North Bonanza 地帯で掘削した穴の分析結果を次回発表す

る予定です。 

 

Kamoa-Kakula のエンジニアは、この新たに発見された鉱脈の開発に早期に着工できる可能性を評価してい

ます。高純度の鉱化の深さが浅いことを考えると、発見された鉱脈へのアクセスには、短い下降口が使用され

る見込みです。Kamoa North で採掘された鉱物は、近隣の独立したプラントで処理するか、または Kakula で

建設予定のプラントに輸送することができます。 

 

Kamoa North Bonanza 地帯の現在想定されている鉱脈の長さは 2.7 キロメートルです。ただし、Kamoa 

North Bonanza 地帯に関連した、東西に走る断層構造は、隣接する Western Foreland の探査ライセンス

に基づいて最大 20 キロメートルにわたって追跡できます。このライセンスは、Ivanhoe Mines が 100%所有して

います。 
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Kamoa-Kakula で無災害労働時間が 1,450 万時間を超える 
 

Kamoa-Kakula プロジェクトは今月始めに、合計 1,450 万時間を超える無災害労働時間を達成しました。

損失時間につながった傷害がこのプロジェクトで最後に発生してから、約 7 年になります。この素晴らしい功

績は、Kamoa-Kakula 探査および開発チーム全体の安全を重視する文化への尽力を反映しています。 

 

Kamoa-Kakula によるホストコミュニティの開発への投資 
 
Kamoa-Kakula プロジェクトが進むにつれ、Ivanhoe と Zijin Mining は、プロジェクトの近隣にある小さい村落

のインフラストラクチャの開発および改修と、現地の関係者の技能開発にも投資しています。プロジェクトでは

現地採用を優先しており、その社員および契約社員の 90%以上がコンゴ国民です。プロジェクトで管理トレー

ニングプログラムを実施して、管理者の役職に就く現地社員の数を拡大しています。 

プロジェクトは National Institute for Preparation of Businesses（国立事業準備研究所）と連携していま

す。これは、求人に応募したり、自分で小規模ビジネスを立ち上げたりする個人を支援するための技能トレー

ニングを提供する DRC の政策です。Kamoa-Kakula では、コミュニティのメンバーが自動電気系の技能、石

造り建築、建設の分野でトレーニングを受けています。 

図 15：現地のれんが製造共同組合の責任者は先日、100,000 個のれんがの製造を祝いました。こ

の共同組合は、Kamoa-Kakula が出資するコミュニティ開発イニシアチブです。 

プロジェクトが村落地域に溶け込んでいくにつれ、プロジェクトの現地の社会経済的イニシアチブの重要な部分

は、食料の安全保障、教育、技能開発に軸足を移しています。Kamoa-Kakula での生活向上プログラムは

大規模な事業に発展し、とうもろこしや野菜を栽培したり、家きんや蜂蜜を販売したりする何百人もの人々が

恩恵を受けています。スコーピング段階のプロジェクトには、魚の養殖とパイナップルやバナナの生産が含まれま

す。生活向上プログラムには、デモ用の菜園も含まれています。ここでは、コミュニティメンバーが自分の菜園で

実践方法を応用するトレーニングを受ける前に、環境にやさしい農業の実践方法がテストされます。 
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Ivanhoe は今月始めに、2 回目となる年次持続可能性レポートを刊行しました。このレポートには、2018 年

に実施された会社の持続可能性プログラムおよびイニシアチブの概要が掲載されています。このレポートでは、

現在までに 3 つの鉱山開発プロジェクトで達成された大きな功績に焦点を当て、Ivanhoe が今後の持続可

能性イニシアチブのために設定した新たな目標を示しています。 

『Ivanhoe Mines Sustainability Report 2018』は、Ivanhoe の Web サイト

（https://www.ivanhoemines.com/site/assets/files/4354/ivanhoemines_sr18.pdf）から入手できます。 

レポートについて解説したビデをこちら

（https://player.vimeo.com/video/340647447?title=0&byline=0&portrait=0）でご覧いただけます。 

 

図 16：プログラムのデモ用菜園で作業する Kamoa-Kakula 生活向上プログラムのマネージャ、 

Paul Kabengele。 
 

 

Kamoa-Kakula では、現地の教育インフラストラクチャや学生支援サービスにも多額の投資を行っています。

学校の建物や設備の改修および教育の充実を図るプログラムによって、約 2,800 人の子どもたちが恩恵を受

けています。さらに Kamoa-Kakula は、電気の設置、共用の建物の改修、携帯用の水の供給、公衆衛生の

改善、道路の補修など、コミュニティのインフラストラクチャに投資してきました。 

 

Kamoa-Kakula は、コミュニティの技能開発プログラムの一環として、Alfa Congo と連携して大人向けの識字

プログラムにも資金を提供しています。この団体は、キンサシャに本拠地を置く非営利 NGO であり、社会的

弱者の識字レベルの向上に尽力しています。授業では、初歩的な識字および計算能力に対する体系的ア

プローチを採り入れています。 

 
 

https://player.vimeo.com/video/340647447?title=0&byline=0&portrait=0
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図 17：理科の授業で新しい機器を使用する、Kamoa-Kakula プロジェクトの近隣の新 

しい学校の学生。 
 

 

 

Mwadingusha 水力発電所での改修作業が順調に進んでおり、全国高圧送電線網からクリ

ーンな水力電気を Kamoa-Kakula に供給 

 
Mwadingusha 水力発電所での建設作業は順調に進んでおり、Ivanhoe は水力発電所とその 6 基の発電

機の全面改修および最新化が 2020 年の終わり頃に完了すると見ています。この改修作業は、DRC の国営

電力会社、La Société Nationale d’Electricité（SNEL）との合意に従って、Kakula 鉱山に十分な電力を

上回る 100 メガワットの電力供給を保証する見返りとして行われています。Kamoa-Kakula プロジェクトは、

2016 年の終わり頃より全国高圧送電線網から水力発電による電力の供給を受けています。 

 

今回 Mwadingusha で最新式の発電機を設置することは、コンゴの人々と Kakula 鉱山のために長期的に持

続可能でクリーンな電力を確保できるようにするうえで重要な一歩となります。 

 

Mwadingusha での改修作業は、Ivanhoe および Zijin Mining の指揮の下で、SNEL と連携して、エンジニア

リング企業の Stucky of Lausanne, Switzerland が行っています。 

 

作業は、Kakula鉱山の220キロボルトの変電所で行われています。それによって、鉱山と処理プラントは全国

高圧送電線網から全面的に電力供給を受けることができます。全国高圧送電線網で停電が発生した場合

に鉱山に電力を供給するため、2基の新しいSumec製発電機もKakulaに設置されました。 

 

Friedland は、環境的および社会的責任を果たしながら Kamoa-Kakula を開発するという Ivanhoe のビジョ

ンにとって、クリーンな電気の長期にわたる持続可能な供給は不可欠であると述べています。 
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図 18：改修された Mwadingusha 水力ダム 
 

 
 

Kamoa-Kakula プロジェクトについて 
 
Kamoa-Kakula プロジェクトは DRC のコルウェジの鉱山中心から西に約 25 キロメートルのところにあります。こ

れは、Ivanhoe Mines（39.6%）、Zijin Mining Group（39.6%）、Crystal River Global Limited（0.8%）および

DRC 政府(20%)の合弁事業です。Ivanhoe Mines と Zijin Mining は、Kamoa-Kakula 銅プロジェクトの共同

出資開発会社です。 

 

既存の鉱物資源をベースにした Kamoa-Kakula は、単独で世界第 4 位の規模の銅鉱床として認められて

います。Kamoa-Kakula の銅の純度は、世界の上位 10 の銅鉱床で最高レベルであり、ほかを大きく引き離

しています。 

 

Kamoa-Kakula は、厚い鉱床、浅い鉱床、および比較的平坦な鉱床の超上銅等級を組み合わせているこ

とで独特であり、大規模な高生産性の、機械化された地下の採掘作業が可能です。計画中の複数の鉱山

のうち、Kamoa-Kakula で生産が予定されている最初の鉱山 Kakula は、最初の 5 年間で平均 6.8%の銅等

級、最初の 10 年間で平均 6.4%銅等級が予想されています。これらは、世界の他の主要な銅鉱山の大多

数の銅等級をはるかに上回ります。 

 

適格者、品質管理、品質保証 
 

このニュースリリースの科学的および技術的情報は、 Ivanhoe Mines の Project Geology and Evaluation

担当副社長の Stephen Torr, P.Geo（National Instrument 43-101 の条件に基づく適格者）によってレビュ

ーされ承認されています。Torr 氏は、Ivanhoe Mines から独立してはいません。このニュースリリースで公開さ

れた技術データは、Torr 氏によって検証されました。  
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Ivanhoe Mines は、 Kamoa-Kakula プロジェクトからのアッセイに関して、加工/流通過程の管理、品質保証

および品質管理（QA/QC）のプログラムを維持しています。半分に切ったコアは、Kamoa-Kakula のオンサイト

の試料前処理ラボで処理され、その後、準備されたサンプルがセキュアな宅配便でオーストラリアの Bureau 

Veritas Minerals（BVM）（ISO17025 認定の施設）に届けられます。銅アッセイは、BVM で ICP finish を使っ

た混合酸分解によって決定されます。BVM への発送前に業界標準の認証標準物質とブランク指示値がサ

ンプルストリームに挿入されます。科学的および技術的情報をサポートするために使用されたアッセイ法とデー

タ検証手段の詳細については、2019 年 3 月に Ivanhoe Mines SEDAR プロファイル（www.sedar.com）で公

開され www.ivanhoemines.com で入手可能な技術報告書『Kamoa-Kakula 2019 Integrated 

Development Plan』を参照してください。 

 

Ivanhoe Mines について 
 

Ivanhoe Minesは、南アフリカで3つの主要プロジェクトの推進に重点的に取り組んでいるカナダの鉱山会社

で、主要プロジェクトは、コンゴ民主共和国（DRC）のKamoa-Kakula銅発見場所における新鉱山の開発、

南アフリカでのプラットリーフパラジウム-白金-ニッケル-銅-金の発見場所、および歴史的なキプシ亜鉛-銅-

ゲルマニウム-銀の鉱山の大規模な再開発とアップグレードです（これもDRCで）。弊社はまた、Kamoa-

Kakula採掘ライセンス対象の近くで 、その完全所有のWestern Foreland探査ライセンスに基づいて新しい銅

の発見を探査しています。 

 

情報の問合せ先 

 
投資会社： Bill Trenaman +1.604.331.9834  
 

メディア： Kimberly Lim +1.778.996.8510  

 

将来の見通しに関する注意事項 

本ニュースリリースの特定の記述は、適用される証券法の意味の範囲内で「将来の見通しに関する記述」または「将来の見通しに

関する情報」で構成されています。これらの情報は、以下を含みますがこれらに限定されません。（1）全体的な詳細な鉱山設計

は、来年早々に公表される予定の独立した最終的な実現可能性の調査に含まれる予定であるという記述、（2）浅く、厚く、高純

度であるという鉱体の特性により、短期間で量産に移行できるであろうという記述、（3）鉱山の採掘ルート 1 および 2 は、今年の 7

月下旬か 8 月上旬に高純度鉱石と交わる見込みであるという記述、（4）直径 5.5 メートルの通気孔のリーミングは来月の完了が

予定されているという記述、（5）追加の 3 人のクルーが鉱山開発を加速するために 10 月に動員される予定であるという記述、（6）

開発資本推定 11 億ドルの 6 Mtpa の操業により、鉱山寿命 25 年で税引き後の NPV8%の 54 億ドル、47%の IRR が得られるこ

と、この鉱山では最初の 5 年間で平均 6.8%の銅が採掘されることが予想され、鉱山キャッシュコストは銅 1 ポンドあたり 0.43 ドルで

あることを含む、Kakula 鉱山の予備的な実現可能性調査（PFS）の実施に関する記述、（7） DRA Global が取り組んでいる詳細

なエンジニアリング作業が 8 月に完了することが予定されているという記述、（8）鉱山と処理プラントの納期までの期間が長い装置

の発注が間もなく行われる予定であるという記述、（9）今月後半または 7 月に Kamoa North Bonanza 地帯で掘削した穴の分析

結果を次回発表する予定であるという記述、（10）Mwadingusha 水力発電所とその 6 基の発電機の全面改修および最新化が

2020 年の終わり頃に完了する見込みであるという記述。 

これらの記述には、会社の業績、または業界の結果が、将来の結果、業績、または実績と、そのような将来の見通しに関する記述

または情報によって明示または暗黙的に記載されたものと大きく異なる原因となる既知および未知のリスク、不確実性およびその他

の要因が含まれます。そのような記述は、「場合がある」、「可能性がある」、「なりうる」、「意図する」、「期待する」、「信じる」、「計

画する」、「推定する」、「スケジュールである」、「予測する」およびその他の類似の用語、または特定のアクション、出来事、または結

果が講じられる、生じる、またはもたらされる「場合がある」、「可能性がある」、「かもしれない」、または「なるでしょう」という表現、用

語の使用によって識別することができます。これらの記述は、将来の出来事、業績、および結果に関する会社の現在の見通しを反

映するもので、あくまでもこのリリースの公表時点現在の予想です。 

http://www.sedar.com/
http://www.ivanhoemines.com/
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そのような将来の見通しに関する情報および記述は、Ivanhoe Mines の経営陣が、その経験、履歴トレンド、現状、および予定さ

れている将来の開発などの認識、そして経営陣がその状況下で適切と見なしたその他の要因を考慮して行った特定の仮定および

分析に基づいています。ただし、これらの記述は、さまざまなリスク、不確実性、および将来の見通しに関する情報または記述での

予想と大きく異なる原因となるその他の要因に左右されます。それらの要因には、以下が含まれますが、これらに限定されるもので

はありません。法、規則、または規制の予期せぬ変更（遡及適用を含む）、州との合意契約の全体または一部の違反、または当該

当局による法律、規則、および規制の実施、契約当事者による契約不履行、社会不安または労働争議、銅の価格を含む商品

価格の変化, インフラストラクチャの障害や不備、またはインフラストラクチャ開発の遅れ、予想される結果や、調査、開発、または作

業の継続を正当化またはサポートする結果を探査プログラムまたは他の調査で得られないこと、および経済学的調査と評価の結

果。実際の結果が、将来の見通しに関する記述と異なることの原因となるその他の重要な要因には、弊社が最近提出した MD&A

の「リスク要因」の項、および Ivanhoe Mines が提出した年次情報フォームに記載された要因も含まれます。読者は、将来の見通し

に関する情報または記述に全面的に依存することは控えるようにしてください。将来の見通しに関する情報および記述に使用した

要因および仮定、実際の結果がそれと大きく異なる原因となるリスクは、www.sedar.com で入手できる弊社の最近の MD&A レポ

ートおよび年次情報フォームの「リスク要因」の項、およびその他の項に明記されています。 

 

このニュースリリースにも、鉱物資源の推定の参照が含まれている可能性があります。鉱物資源の推定は、本質的に不確実なもの

であり、関連する多くの要因に関する主観的判断が含まれます。鉱物資源は鉱物埋蔵量ではなく、経済的妥当性は実証されて

いません。そのような推定の精度は、利用可能なデータの量と質、技術的および地質学的な解釈に使用された仮定および判断に

よります。この仮定は、信頼性がないこと、および掘削結果の分析と、不正確かもしれない統計的推測にある程度依存することが

判明する可能性があります。鉱物資源の推定は、以下に基づいて再度行う必要がある可能性があります。（i）銅またはその他の鉱

物の価格における変動、（ii）掘削の結果（iii）治金試験およびその他の調査の結果（iv）希釈を含む提案されている採掘作業の変

更（v）推定が行われた日付後の鉱山計画の評価、（vi）必要な許可証、承認、およびライセンスの取得失敗、またはそのような許

可証、承認、またはライセンスの変更、（v）税、VAT、ロイヤルティレート（予測的に適用するか遡及的に適用するか）などの変更を

含む法律、規則、または規制の変更。 

 

本ニュースリリースに含まれる将来予想に関する記述は、当社の経営陣が合理的な仮定であると考えるものに基づいていますが、

実際の結果がこれら将来予想に関する記述と一致することを投資家に保証することはできません。これらの将来の見通しに関する

記述は、このニュースリリースの日付時点で作成されたものであり、この注意書きによってその全体が明示的に限定されています。適

用される証券法に従い、当社は、このニュースリリースの日付以降に発生した出来事や状況を反映するために、ここに含まれる将来

予想に関する記述を更新または修正する義務を一切負いません。 

http://www.sedar.com/

